
，工事請負■勢約書（本工事契約書）■  

発往昔 蛍蛙ぬ■．森屋碩L腰較差雲量…盛控慮博血．とも  
受注者 尭匠芸監．．．挺抜放．∴と軋  
工事名軌．．…ご鰯蒸嬰塵塾訟娼撮．．廟纂工事の施羊について、■  
次の条項と痕帥り工事請負契約約款、設計図書巌計図－一式、見積酔夢計一式、質問回答書一期  
に基づいて、．＝義朝碩豹を締結する。  

1・エ 事 場 所 大騒動当蛭壷賢愚町1鼠色．主＿垂  

2・エ・  ■知 者手 平鹿．旦ヱ．．年月遥．．＿JL岬旦＿日  
完成 平泉旦＆隼…．．．墓■．＿＿＿月．＿且と＿＿．．日  
引壌日  平軋旦旦．年－■．…ま．＿．＿見，．旦ユ．．＿＿日・   

3・請負代金額  食H．旦⊥旦旦旦j＿4．Qユ旦9旦巴＿二＿＿＿＿  
うち 工事価格＿．金＿．ふ之．旦且旦月且旦．旦且田」＿＿＿＿．  
取弓lに係る消費税及び地方消費税の額．＿金＿．＿＿J＿Z＿貞⊥旦＿生旦1且且旦巴．  
鐘備負代金執事工夢輔動こ、由lに係る嚇及び地軸ロえた貌  

ざ、．  

4．請負代金の支払  

前 払（契約時）   

部分払（爛 

完成払（竣工時）  

￥   
坪歳27年12月25日）  

（平成28年 6月30日〉  

（平成・29年1月31日）   

5．・工事請負契約に係る栴己事項等 
（1）部分使用の有無（有  

（2）部分引渡の有無（有  

f3）・瑠ずべき保冠保挨葬釈の締その髄に関する  

6・解体工事に要する費用等  

この工事が、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する踪軌（平成12年誌律第104  
朝第9条革1項に規定する対象建設工事に該当する場合、同法第13奉1項の主務省令で   
定める事項については、添付別紙の通りとする。   



7．その他 

発注者と受注者との間の本工事請負契約書の内容に？いては、この工事詣負契約書の条項  

に定めるものが衰終合意されたものである。  

こ嘩鞠の証として本書1通、写1通を作り、当事者が記名押向して、発薩者が  

本書を請負者が写しをそれぞれ1通解有ナる。  

平成27年12月 3日  

発 注 者  

受 注．者  

．f  

上記工事に閲し、発注者との間の雫掛こ基づいて、発撞着から監理紡偉築±法第2条第7  
項で定める工事整理、並びに同率第18姦策3項及び第2P条第3項で定めるエ事監理者の葉務  
を含玩）を委託されていることを証するためヾここに記名押印する。  

京都市中京区堺町錆小路上ル東屋町530富美屋ビル2F  監 理 者   
キアラ建築研究桧関   一級建築士喝所  

代表海綿頓：塾頭  


